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【外部評価で確認した事業所の優れている点、工夫点（評価機関記入）】
営利法人が運営する、周辺が自然環境に恵まれた元日本食の料理屋の建物を改装した独特の落ち着いた
訪ねやすい雰囲気のグループホームです。「誰もが生き生きと生きていける共生の市民生活」を理念として
明示し、定例のスタッフ会議や毎日の業務を通じて職員と方針を共有し、介護サービスに反映させ、利用者
が安心して楽しく生活を続けられるよう家族、地域の人たちと共に支えています。毎朝の周辺散歩で地域の
人と挨拶を交わし、近所付き合いをしています。小学校や幼稚園児と交流し、ホームを訪れる近所の友人や
同じ趣味の会の友人とも交流し、ボランティアと紙芝居や語り、歌、マジック等を楽しんでいます。またチーム
ワークのいい職員に囲まれ、『アキラ菜園』で採れる野菜を使った美味しい食事を提供しています。職員は利
用者に対し優しく丁寧な雰囲気で接しており、利用者はゆったりと過ごしています。

基本情報リンク先

大阪府交野市藤が尾６－４－１所在地

社会福祉法人大阪府社会福祉協議会　福祉サービス第三者評価センター

所在地

評価機関名

 http://www.osaka-fine-kohyo-c.jp/kaigosip/infomationPublic.do?JCD=2773600453&SCD=320

1  自己評価及び外部評価結果

2773600453

法人名 有限会社　アキラ

【事業所が特に力を入れている点・アピールしたい点（事業所記入）】

事業所番号 近隣には小学校、郵便局、幼稚園、商店などがあり恵まれた環境の中にあります。
田畑に囲まれた緑豊かな住宅地中にグループホームアキラがあります。
入居者は毎日の食事が楽しみなので、できるだけ手作りおやつをだしたり、畑で入居者さんが
作ったお野菜を収穫し食べる等日々変化をつけ工夫しています。
筋力低下防止の為晴れの日は、近隣を散歩をし雨の日は廊下で歩行運動しをています。
１階と２階の入居者が一緒に散歩したり、１階と２階のフロアを行き来することにより入居者同士
の交流を大切にしています。
入居者が落ち着いて過ごせるのか日々職員同士で話し合い支援しています。

グループホーム　アキラ事業所名

自己評価作成日 評価結果市町村受理日平成　２２年　２月　２０日 平成　２２年　４月　２３日

職員は、家族が困っていること、不安なこと、
求めていることをよく聴いており、信頼関係が
できている
（参考項目：9,10,19）

大阪市中央区中寺１丁目１－５４　大阪社会福祉指導センター内

Ⅴ．サービスの成果に関する項目（アウトカム項目）　　※項目№1～55で日頃の取り組みを自己点検したうえで、成果について自己評価します

項　　目
　　　　　　　　取　り　組　み　の　成　果
　　↓該当するものに○印

項　　目

訪問調査日 平成　２２年　　３月　　２３日

　　　　　　　　取　り　組　み　の　成　果
　　↓該当するものに○印

56
職員は、利用者の思いや願い、暮らし方の意向
を掴んでいる
（参考項目：23,24,25）

1. ほぼ全ての利用者の 1. ほぼ全ての家族と
2. 利用者の２/３くらいの

4. ほとんどできていない

2. 家族の２/３くらいと
3. 利用者の１/３くらいの
4. ほとんど掴んでいない

63
3. 家族の１/３くらいと

通いの場やグループホームに馴染みの人や
地域の人々が訪ねて来ている
（参考項目：2,20）

1. ほぼ毎日のように
2. 数日に１回程度ある 2. 数日に1回程度
3. たまにある 3. たまに

4. ほとんどない

57
利用者と職員が、一緒にゆったりと過ごす場面
がある
（参考項目：18,38）

1. 毎日ある

64

4. ほとんどない

58
利用者は、一人ひとりのペースで暮らしている
（参考項目：38）

1. ほぼ全ての利用者が

65
3. 利用者の１/３くらいが

利用者は、職員が支援することで生き生きした
表情や姿がみられている
（参考項目：36,37）

1. ほぼ全ての利用者が

66

4. ほとんどいない

1. ほぼ全ての職員が
2. 利用者の２/３くらいが 2. 職員の２/３くらいが
3. 利用者の１/３くらいが 3. 職員の１/３くらいが

3. あまり増えていない
4. ほとんどいない 4. 全くいない

運営推進会議を通して、地域住民や地元の
関係者とのつながりが拡がったり深まり、事業
所の理解者や応援者が増えている
（参考項目：4）

1. 大いに増えている
2. 利用者の２/３くらいが 2. 少しずつ増えている

2. 利用者の２/３くらいが
3. 利用者の１/３くらいが 3. 利用者の１/３くらいが

4. ほとんどいない

4. ほとんどいない

職員は、活き活きと働けている
（参考項目：11,12）

60
利用者は、戸外の行きたいところへ出かけてい
る
（参考項目：49）

1. ほぼ全ての利用者が

67

4. ほとんどいない

職員から見て、利用者はサービスにおおむね
満足していると思う

1. ほぼ全ての利用者が
2. 利用者の２/３くらいが

職員から見て、利用者の家族等はサービスに
おおむね満足していると思う

1. ほぼ全ての家族等が
2. 利用者の２/３くらいが 2. 家族等の２/３くらいが
3. 利用者の１/３くらいが 3. 家族等の１/３くらいが
4. ほとんどいない 4. ほとんどできていない

1. ほぼ全ての利用者が

68

62
利用者は、その時々の状況や要望に応じた柔
軟な支援により、安心して暮らせている
（参考項目：28）

1. ほぼ全ての利用者が
2. 利用者の２/３くらいが
3. 利用者の１/３くらいが
4. ほとんどいない

61
利用者は、健康管理や医療面、安全面で不安な
く過ごせている
（参考項目：30,31）

59

1 社会福祉法人大阪府社会福祉協議会　福祉サービス第三者評価センター
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自己評価および外部評価結果

自己評価 外部評価自
己

外
部 項 目

実践状況 実践状況 次のステップに向けて期待したい内容

Ⅰ.理念に基づく運営

1 1

○理念の共有と実践

地域密着型サービスの意義をふまえた

事業所理念をつくり、管理者と職員は、

その理念を共有して実践につなげてい

る

１階・２階のリビングに理念を掲示し、

毎月の全職員との会議中で理念をベ

ースに日々のサービスに取り組んでい

る。

「誰もが生き生きと生きていける共生

の市民生活」を理念としてリビングに明

示しています。定例のスタッフ会議や

毎日の業務を通じて職員と方針を共有

し介護サービスに反映させ、利用者が

安心して楽しく生活を続けられるよう家

族、地域の人たちと共に支えていま

す。

事業理念には地域密着型サービスの意

義をふまえた表現を盛り込むことが望ま

れます。新しい理念の作成にあたっては

全職員が共有できるよう管理者と職員全

員で話し合って作成されてはいかがでし

ょうか。

2 2

○事業所と地域とのつきあい

利用者が地域とつながりながら暮らし続

けられるよう、事業所自体が地域の一

員として日常的に交流している

散歩の時には挨拶をして、地域の人た

ちに声を掛けている。地域の３カ月に１

回の溝掃除も入居者中心で地域の人

たちと交流していただいている。地域

の回覧板は入居者中心で回している。

毎朝の周辺散歩で地域の人と挨拶を

交わし、地域の会館でのピンポン練習

に参加し、地域の清掃活動にも参加し

て近所付き合いをしています。利用者

は小学校や幼稚園児と交流し、ホーム

を訪れる近所の友人や同じ趣味の会

の友人とも交流しています。またボラン

ティアと紙芝居や語り、歌、マジック等

を楽しんでいます。管理者は市内の６

ヶ所のグループホームと共に「地域サ

ポーター制度」を支援するため、市に

対して見学の受け入れや講師派遣の

申し入れをしています。
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自己評価 外部評価自
己

外
部 項 目

実践状況 実践状況 次のステップに向けて期待したい内容

3

○事業所の力を活かした地域貢献

事業所は、実践を通じて積み上げてい

る認知症の人の理解や支援の方法を地

域の人々に向けて活かしている

散歩の時など挨拶をして地域の方に

かかわる事で認知症の人の理解や支

援に活かしている。

4 3

○運営推進会議を活かした取り組み

運営推進会議では、利用者やサービス

の実際、評価への取り組み状況等につ

いて報告や話し合いを行い、そこでの意

見をサービス向上に活かしている

運営推進が異議は、市職員・民生委

員・区長・利用者・利用者ご家族・事業

所（管理者・職員・介護支援専門員）で

３ヶ月に１回開催している。会議では意

見交換し地域の行事などを聞き積極

的に行きサービスの向上に生かしてい

る。

運営推進会議は市職員、地域住民代

表の区長や民生委員、利用者、家族

の参加のもとで３ヶ月に１回開催され

ています。会議では事業所の活動状

況や行事、利用者の生活状況、職員

の研修等について説明し、ホームの抱

える課題についても意見交換をするな

ど内容は充実しています。メンバーと

ホームで食事会をしたり、全家族にも

議事録を送付しています。

今年から運営推進会議の意義や役割に

ついて更に理解を深めるため、地域の協

力を得て年６回、もしくは概ね２ヶ月に１

回開催する予定です。今後は、運営推進

会議を定期的に開催することが期待され

ます。

5 4

○市町村との連携

市町村担当者と日頃から連絡を密に取

り、事業所の実情やケアサービスの取り

組みを積極的に伝えながら、協力関係

を築くように取り組んでいる

市役所には頻繁に訪問し事業所の運

営の相談や情報提供などで協力関係

を気づく様に取り組んでいる。

市の担当職員とは普段から困難事例

の相談等を通して、協力関係を築いて

います。市の介護相談員を受け入れ、

市も参画する自主運営の交野市地域

密着型サービス事業者連絡会に参加

し、情報交換や見学交流をしていま

す。
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自己評価 外部評価自
己

外
部 項 目

実践状況 実践状況 次のステップに向けて期待したい内容

6 5

○身体拘束をしないケアの実践

代表者および全ての職員が「指定地域

密着型サービス指定基準及び指定地域

密着型介護予防サービス指定基準にお

ける禁止の対象となる具体的な行為」を

正しく理解しており、玄関の施錠を含め

て身体拘束をしないケアに取り組んでい

る

玄関に施錠はしているが、入居者が出

かけたい時には職員と共にでるように

している。１階・２階へのフロア移動は

自由である。

身体拘束のないケアに取り組んでいま

す。外出願望については見守りで対応

していますが、玄関扉については施錠

しています。

利用者や家族への心理的拘束感を軽減

するためにも、日中の可能な時間帯だけ

でも見守りの強化等を行うなど、安全面

に配慮しながら、少しでも鍵をかけない

ようにする工夫が期待されます。

7

○虐待の防止の徹底

管理者や職員は、高齢者虐待防止関連

法について学ぶ機会を持ち、利用者の

自宅や事業所内での虐待が見過ごされ

ることがないよう注意を払い、防止に努

めている

虐待防止などの研修は１人でも多くの

職員に参加してもらい虐待防止を正し

く理解してもらい支援に虐待が無いよ

うに注意を払い防止に努めている。

8

○権利擁護に関する制度の理解と活用

管理者や職員は、日常生活自立支援事

業や成年後見制度について学ぶ機会を

持ち、個々の必要性を関係者と話し合

い、それらを活用できるよう支援してい

る

これらの制度の研修には積極的に職

員は参加し、必要な利用者にはご家族

など皆で話し合い、それらを活用でき

るように支援している。
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自己評価 外部評価自
己

外
部 項 目

実践状況 実践状況 次のステップに向けて期待したい内容

9

○契約に関する説明と納得

契約の締結、解約また改定等の際は、

利用者や家族等の不安や疑問点を尋

ね、十分な説明を行い理解・納得を図っ

ている

ご家族様と話し合い契約時・解約時に

は説明する時間をとっていた大樹十分

に説明を行っている。又重度化に伴う

機器等の負担経済的な不安、報酬加

算の必要性の説明や料金改定の理由

の時など、その都度ご家族様に個別に

丁寧に説明を行いご理解いただけるよ

う話し合いを重ねています。

10 6

○運営に関する利用者、家族等意見の

反映

利用者や家族等が意見、要望を管理者

や職員ならびに外部者へ表せる機会を

設け、それらを運営に反映させている

ホーム玄関に意見箱を設置していま

す。

利用者ひとり１人のファイルにご意見

表をつけ、ご家族様や利用者の意見を

記入していただいています。それに対

してＧＨアキラで話し合い話し合った結

果、返事もつけさせていただきそれを

スタッフが周知できるようにしていま

す。声が少ないご家族様の声を逃さな

いようにしています。

家族との面会時には利用者のケース

ファイルを手渡して利用者の生活ぶり

や連絡事項を伝え、家族の意見欄に

記入を求めて、後刻ホームでの検討結

果を伝えています。利用者の健康や安

全に関わる事項については、その都度

家族へ電話で報告しています。今年か

ら利用者の誕生月に家族を招待して

昼食会を実施しています。また季刊(今

年から２ヶ月毎発行予定)の「アキラだ

より」にお知らせや行事予定・実績報

告、菜園情報等を写真も載せて発行し

家族に送付しています。意見箱もホー

ム内に設置し、市の介護相談員を受け

入れ、利用者が外部者に要望を表せ

る機会もつくっています。

家族とのコミュニケーションをさらに深め

るため、サービス担当者会議や運営推

進会議への参加を呼びかけるとともに、

定期的に担当職員が利用者の体調や生

活状況を書いた手紙を家族に送付する

ことなどが期待されます。また、家族同

士も交流できる行事を増やすなど、利用

者や家族が意見を表出できる機会を充

実させてはいかがでしょうか。
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自己評価 外部評価自
己

外
部 項 目

実践状況 実践状況 次のステップに向けて期待したい内容

11 7

○運営に関する職員意見の反映

代表者や管理者は、運営に関する職員

の意見や提案を聞く機会を設け、反映さ

せている

毎月のミーティングで意見や提案を聞

き取り運営に反映させている。

定例のスタッフ会議で業務の改善事項

や課題について話し合い、職員の意見

や提案を聞く機会を設けています。年

に１度幹部と面談できる機会がありま

す。ホームでは、研修会参加や資格取

得の支援もしています。

12

○就業環境の整備

代表者は、管理者や職員個々の努力や

実績、勤務状況を把握し、給与水準、労

働時間、やりがいなど、各自が向上心を

持って働けるよう職場環境・条件の整備

に努めている

年に１回は職員のストレス発散の場を

もっています。各自が向上心を持って

働けるように希望の出勤日数や希望

休をほぼとりいれ勤務表をつくってい

ます。職員個々の悩みも対処できる時

間を管理者は設けています。

13

○職員を育てる取り組み

代表者は、管理者や職員一人ひとりの

ケアの実際と力量を把握し、法人内外

の研修を受ける機会の確保や、働きな

がらトレーニングしていくことを進めてい

る

事業所内、外の研修などを市職員が

働きながら技術や知識を身につけてい

き職員全員がスキルアップを図る育成

に努めています。

14

○同業者との交流を通じた向上

代表者は、管理者や職員が同業者と交

流する機会を作り、ネットワークづくりや

勉強会、相互訪問等の活動を通じて、

サービスの質を向上させていく取り組み

をしている

３ヶ月に１回ＧＨ協議会があり、そこで

研修や勉強会をしている。Ｈ２１．２２は

ＧＨの見学会を行い事業所同士との交

流をしました。同業者の施設を見学さ

せてもらう事により、スタッフも日々の

サービス向上につなげている。
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己

外
部 項 目

実践状況 実践状況 次のステップに向けて期待したい内容

Ⅱ.安心と信頼に向けた関係づくりと支援

15

○初期に築く本人との信頼関係

サービスを導入する段階で、本人が困っ

ていること、不安なこと、要望等に耳を

傾けながら、本人の安心を確保するため

の関係づくりに努めている

入居までに数回ご本人さんと話し合う

機会を設けていただき、入居に関して

の要望や不安などを出来るだけ聞き

安心して入居していただける様に努め

ています。

16

○初期に築く家族等との信頼関係

サービスを導入する段階で、家族等が

困っていること、不安なこと、要望等に

耳を傾けながら、関係づくりに努めてい

る

ご家族にホームを見に来ていただくこ

とによって理念や雰囲気を理解してい

ただき、その時にご家族様と話し合う

機会を設け十分に説明させていただい

ている。

17

○初期対応の見極めと支援

サービスを導入する段階で、本人と家族

等が「その時」まず必要としている支援

を見極め、他のサービス利用も含めた

対応に努めている

本人・ご家族より情報を聞き、今なに

が必要なのかを職員と共に話し合い出

来る限り今までの在宅生活に近づく様

な支援をしています。

18

○本人と共に過ごし支えあう関係

職員は、本人を介護される一方の立場

におかず、暮らしを共にする者同士の関

係を築いている

職員は入居者さんの想いに少しでも寄

り添い同じ物を見て一緒に共感してい

く事で信頼関係が気づいていけるよう

に努めている。

19

○本人を共に支えあう家族との関係

職員は、家族を支援される一方の立場

におかず、本人と家族の絆を大切にし

ながら、共に本人を支えていく関係を築

いている

ホーム側がなんでも行うのは無く、常

にご家族様と相談してご協力を頂きな

がらどうしたら入居者がよりよく過ごせ

るのかと考え支援しています。
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自己評価 外部評価自
己

外
部 項 目

実践状況 実践状況 次のステップに向けて期待したい内容

20 8

○馴染みの人や場との関係継続の支

援

本人がこれまで大切にしてきた馴染み

の人や場所との関係が途切れないよ

う、支援に努めている

知人・友人に会いに商店へいったり、

地域のボランティアさんが毎月ホーム

に来ていただいたりしています。

入居者から希望があればなじみの場

所に出かけるよう支援しています。

利用者が大切にし、大事に思う馴染み

の人や場所を聞き取り、関係継続の支

援をしています。アセスメントに記録さ

れている友人からの電話・訪問を受け

る時、行きつけの美容院に出かける

時、マージャン相手のいるデイサービ

スに出かける時、家族へ電話をする時

や手紙を出す時等に支援をしていま

す。

21

○利用者同士の関係の支援

利用者同士の関係を把握し、一人ひと

りが孤立せずに利用者同士が関わり合

い、支え合えるような支援に努めている

１階・２階の入居者が自由にフロアを

行き来する事で孤立を防ぎ入居者同

士の交流を深めれるように玄関掃除

当番などをつくり職員とともに交流を深

めている。

22

○関係を断ち切らない取り組み

サービス利用（契約）が終了しても、これ

までの関係性を大切にしながら、必要に

応じて本人・家族の経過をフォローし、

相談や支援に努めている

契約が終了しても相談にのったり、職

員が退去された方に会いにいったりす

るなど関係を大切にしている。

Ⅲ.その人らしい暮らしを続けるためのケアマネジメント

23 9

○思いや意向の把握

一人ひとりの思いや暮らし方の希望、意

向の把握に努めている。困難な場合

は、本人本位に検討している

日々の生活の中でコミュニケーション

をとることによってより希望・意見・要望

を聞いたり、ご家族様から趣味・生活

暦を聞き、本人様に喜んで過ごせる様

カンファレンスで話し合い本人本位にし

無理を押し通さないようにしています。

アセスメントで暮らし方の希望や思い

を把握して、利用者の個性を生かせる

よう日々のケアを実施しています。

利用者の暮らし方の希望や思いを生活

歴とともに確実に把握・記録する方法に

改め、その後の日々の暮らしの中で利用

者や家族が語る希望や思いも追記し、職

員間で情報の共有を図ることが期待され

ます。
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自己評価 外部評価自
己

外
部 項 目

実践状況 実践状況 次のステップに向けて期待したい内容

24

○これまでの暮らしの把握

一人ひとりの生活歴や馴染みの暮らし

方、生活環境、これまでのサービス利用

の経過等の把握に努めている

ご家族様や本人さんから聞いた話など

をもとサービス利用に繋げている。

25

○暮らしの現状の把握

一人ひとりの一日の過ごし方、心身状

態、有する力等の現状の把握に努めて

いる

１人ひとりのできる力、わかる力をスタ

ッフの間で話あいその日の体調に合わ

せて支援するように努めています。

26 10

○チームでつくる介護計画とモニタリン

グ

本人がより良く暮らすための課題とケア

のあり方について、本人、家族、必要な

関係者と話し合い、それぞれの意見や

アイデアを反映し、現状に即した介護計

画を作成している

本人がよりよく暮らせるようにご家族徒

話し合いの後ケアのあり方などカンフ

ァレンスで意見やアイディアをだし、介

護の現場で実践できるような介護計画

を作成している。

介護計画は３ヶ月毎に、また状態の変

化がある時はその都度、見直しを行っ

ています。月毎のスタッフ会議でカンフ

ァレンスし、計画作成担当者はケース

記録でモニタリングを行い、サービス

担当者会議で介護計画の方向性と内

容を決めて見直しにつなげています。

介護計画は援助項目毎に現在の介護記

録表に書き込み、職員間で徹底するとと

もに、職員によるモニタリングの実施が

望まれます。サービス担当者会議に家

族も参加してもらうことを検討されてはい

かがでしょうか。

27

○個別の記録と実践への反映

日々の様子やケアの実践・結果、気づ

きや工夫を個別記録に記入し、職員間

で情報を共有しながら実践や介護計画

の見直しに活かしている

記録用紙を改善したがケアの実践・結

果・気づきを細かく記載する様もう少し

工夫する必要性がある。

毎日個人記録をしている。又各自出勤

自前には目を通し情報を共有し、ケア

に生かしている。
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外
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実践状況 実践状況 次のステップに向けて期待したい内容

28

○一人ひとりを支えるための事業所の

多機能化

本人や家族の状況、その時々に生まれ

るニーズに対応して、既存のサービスに

捉われない、柔軟な支援やサービスの

多機能化に取り組んでいる

本人・ご家族の状況に応じて個々にあ

った、かかりつけ医に通院、往診して

いただいている。又、緊急時にも付き

添い出来る限り本人・ご家族への負担

を減らせるよう早期退院の支援などを

迅速に行っていいる。

29

○地域資源との協働

一人ひとりの暮らしを支えている地域資

源を把握し、本人は心身の力を発揮し

ながら安全で豊かな暮らしを楽しむこと

ができるよう支援している

郵便局にはがきや切手、お花屋さんは

花など本人さんの嗜好品を買いに行っ

たりしています。郵便局にお手紙をだ

しに行ったりしています。地域の夏祭り

や小学校での昔遊びなどに参加して

います。

30 11

○かかりつけ医の受診支援

受診は、本人及び家族等の希望を大切

にし、納得が得られたかかりつけ医と事

業所の関係を築きながら、適切な医療

を受けられるように支援している

ホームに入られる前のかかりつけ医の

希望のある方はご家族と相談の上、か

かりつけ医にしていただいている。

家族と利用者の同意を得て、協力医療

機関の医師による定期的な訪問診療

を受け、職員として配置されている看

護師と連携しています。また利用者は

必要の都度、以前からのかかりつけ医

の受診を受け通院介助も行っていま

す。協力病院と連携し、急変時の対応

についての体制も整備されています。

31

○看護職との協働

介護職は、日常の関わりの中でとらえた

情報や気づきを、職場内の看護職や訪

問看護師等に伝えて相談し、個々の利

用者が適切な受診や看護を受けられる

ように支援している

介護しているスタッフは小さなことでも

気づいたことを管理者に報告し、管理

者は医師に相談し医療支援を受けて

いる。
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外
部 項 目

実践状況 実践状況 次のステップに向けて期待したい内容

32

○入退院時の医療機関との協働

利用者が入院した際、安心して治療で

きるように、又、できるだけ早期に退院

できるように、病院関係者との情報交換

や相談に努めている。あるいは、そうし

た場合に備えて病院関係者との関係づ

くりを行っている

ご家族様とご相談の上早期退院に向

けて話し合いをしている。

33 12

○重度化や終末期に向けた方針の共

有と支援

重度化した場合や終末期のあり方につ

いて、早い段階から本人・家族等と話し

合い行い、事業所でできることを十分に

説明しながら方針を共有し、地域の関

係者と共にチームで支援に取り組んで

いる

今後は、重度化している入居者様、ご

家族様と医師と共に話し合い情報を共

有しながら日々の変化に対応していき

ます。

ホームでの看取り実施の実績はありま

せんが、看取りの実施への方針をも

ち、マニュアルも作成して、家族と話し

合っています。利用者が重度化した場

合も可能な限りホームでの生活が継

続できるよう、サービス開始の早い段

階から利用者や家族の意向を聞き、方

針の共有を図っています。かかりつけ

医と連携を図り、状況の変化に合わせ

てその都度、利用者や医師、看護師、

家族と話し合いを行い、対応していく予

定です。

34

○急変や事故発生時の備え

利用者の急変や事故発生時に備えて、

全ての職員は応急手当や初期対応の

訓練を定期的に行い、実践力を身に付

けている

ヒヤリハットをもとにその都度日々の業

務の中で実践力を身につけていけるよ

う支援している。
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己

外
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実践状況 実践状況 次のステップに向けて期待したい内容

35 13

○災害対策

火災や地震、水害等の災害時に、昼夜

を問わず利用者が避難できる方法を全

職員が身につけるとともに、地域との協

力体制を築いている

消防訓練を行っている。

運営推進会議などでホームの見取り

図をわたして協力を呼びかけている。

地域のスタッフには緊急時駆けつけて

もらえるように周知している。

災害に備えるマニュアルを作成し、年

に２回の避難訓練を実施し、そのうち１

回は消防署の指導のもとに行っていま

す。ただ災害時の食料と水の備蓄につ

いては実施できていない状況です。

避難訓練は夜間を想定したり、２階の利

用者が階段を下りる訓練をしたり、地域

の人々にも協力を得る等、訓練の内容を

より実践に即したものに工夫してはいか

がでしょうか。備蓄については、非常用

食料や飲料水を２日分以上備蓄すること

が望まれます。

Ⅳ.その人らしい暮らしを続けるための日々の支援

36 14

○一人ひとりの尊重とプライバシーの確

保

一人ひとりの人格を尊重し、誇りやプラ

イバシーを損ねない言葉かけや対応を

している

プライバシーの確保の考え方にはスタ

ッフで話し合い、記録物の保管にも気

を使っている。入居者の方の声かけに

も気をつけている。

利用者一人ひとりを人生の先輩として

尊重し、誇りやプライバシーを損ねな

いよう職員の言葉かけや態度は明るく

丁寧であり、やさしい雰囲気で接して

います。職員採用時に、個人情報の取

り扱いについて法人と書面を取り交わ

しています。

37

○利用者の希望の表出や自己決定の

支援

日常生活の中で本人が思いや希望を表

したり、自己決定できるように働きかけ

ている

スタッフが注意深く見守る事で入居者

の個々の想いを汲み取り支援するよう

に心がけています。

38

○日々のその人らしい暮らし

職員側の決まりや都合を優先するので

はなく、一人ひとりのペースを大切にし、

その日をどのように過ごしたいか、希望

にそって支援している

本人のペースに合わせて、その日の

体調もふまえて見守りながら支援して

います。
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実践状況 実践状況 次のステップに向けて期待したい内容

39

○身だしなみやおしゃれの支援

その人らしい身だしなみやおしゃれがで

きるように支援している

散歩に行く前でも服を着替える方は着

替えていただき、病院へ行く時など外

出の際にも好みに合わせた服を着て

いただいている。居室に化粧品を持ち

込まれている方もいてその都度対応さ

せていただいている。

行事の時など、お化粧される方はして

いただいている。

40 15

○食事を楽しむことのできる支援

食事が楽しみなものになるよう、一人ひ

とりの好みや力を活かしながら、利用者

と職員が一緒に準備や食事、片付けを

している

食事前にはお絞りをつくっていただい

たり、テーブルを拭いていただいたり口

腔体操などをして食事を楽しみにされ

ています。片付けはご自分で持ってい

ける方は下膳していただいています。

畑の食材が食卓に並ぶ事で入居者全

員喜び食事を楽しみにされています。

食事は利用者の希望を聞いたメニュー

でベテランの職員が調理しており、利

用者の嗜好に応じて別の献立を用意

するなど、きめ細かく対応しています。

利用者は買い物や「アキラ菜園」で玉

ねぎや枝豆、きゅうりなどの野菜を収

獲し、野菜の下ごしらえ、食事準備、後

片付けなどのそれぞれの得意な分野

で参加しています。職員は同じものを

一緒に食べながら利用者の食べ方の

混乱や食べこぼしに対するサポートを

行い、楽しい会話となごやかな雰囲気

作りをしています。誕生月には家族と

一緒に昼食を食べ、家族との外食も楽

しんでいます。
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41

○栄養摂取や水分確保の支援

食べる量や栄養バランス、水分量が一

日を通じて確保できるよう、一人ひとり

の状態や力、習慣に応じた支援をして

いる

水分不足が起こらない様に１日の一人

ひとりの水分摂取量年間通して記録し

ています。

１人分の食事量や歯牙の状態を把握

してその方にあった食べ方をしていた

だき、ある方の食器は白に統一するこ

とで食物を確認して全量摂取をして頂

ける様心がけています。

42

○口腔内の清潔保持

口の中の汚れや臭いが生じないよう、

毎食後、一人ひとりの口腔状態や本人

の力に応じた口腔ケアをしている

毎食後口腔ケアは必ずスタッフと一緒

に行っている。その都度異変があれ

ば、かかりつけの医師に受診する。

定期的に訪問歯科も利用している。

その都度状況に応じて診て頂いてい

る。

43 16

○排泄の自立支援

排泄の失敗やおむつの使用を減らし、

一人ひとりの力や排泄パターン、習慣を

活かして、トイレでの排泄や排泄の自立

にむけた支援を行っている

排泄表や本人の状態や排泄パターン

を見てトイレで排泄できるよう支援して

いる。出来るだけ布のパンツ着用でき

るよう努めています。

排泄の記録をとり、利用者一人ひとり

の排泄パターンや習慣を把握し、リハ

ビリパンツから布パンツに切り替える

取り組みをしています。排泄の支援を

行った結果、自立に成功した事例があ

ります。

44

○便秘の予防と対応

便秘の原因や及ぼす影響を理解し、飲

食物の工夫や運動への働きかけ等、

個々に応じた予防に取り組んでいる

毎朝の申し送りで一人ひとりの排便状

況と水分摂取量などを確認し定期受診

に医師に相談する事で便秘予防に努

めている。
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自己評価 外部評価自
己

外
部 項 目

実践状況 実践状況 次のステップに向けて期待したい内容

45 17

○入浴を楽しむことができる支援

一人ひとりの希望やタイミングに合わせ

て入浴を楽しめるように、職員の都合で

曜日や時間帯を決めてしまわずに、

個々にそった支援をしている

曜日や時間は決まっているが本人の

希望やタイミング（湯や浴室の温度、）

をあわせ入浴を楽しんでいただいてい

る。

利用者は平均して週２～３回の入浴を

し、希望があれば毎日でもできます。

風呂を好まない利用者にも声かけ等を

工夫し、週２回の入浴ができていま

す。

46

○安眠や休息の支援

一人ひとりの生活習慣やその時々の状

況に応じて、休息したり、安心して気持

ちよく眠れるよう支援している

天気のいい日にはシーツの洗濯やお

布団を干す事やお昼から１時間でも横

になっていただくことで、安眠できるよ

うに支援しています。

47

○服薬支援

一人ひとりが使用している薬の目的や

副作用、用法や用量について理解して

おり、服薬の支援と症状の変化の確認

に努めている

スタッフが薬についての用法・用量・目

的や副作用を理解するよう個人のファ

イルに挟んでおり入居者様に異変が

あれば迅速に医療機関に相談してい

る。

48

○役割、楽しみごとの支援

張り合いや喜びのある日々を過ごせる

ように、一人ひとりの生活歴や力を活か

した役割、嗜好品、楽しみごと、気分転

換等の支援をしている

裁縫、塗り絵、歌、体操、家事（食器洗

い、お盆拭きなど）玄関掃除など個々

に応じた役割や趣味をいかせる様支

援をホームでしていただいている。

デイケアに行かれる方はホーム以外で

の他者との交流などをして気分転換を

していただいている。



大阪府 グループホームアキラ（１階・２階共通） 2010 年 4 月 13 日

社会福祉法人大阪府社会福祉協議会 福祉サービス第三者評価センター16

自己評価 外部評価自
己

外
部 項 目

実践状況 実践状況 次のステップに向けて期待したい内容

49 18

○日常的な外出支援

一人ひとりのその日の希望にそって、戸

外に出かけられるよう支援に努めてい

る。又、普段は行けないような場所で

も、本人の希望を把握し、家族や地域の

人々と協力しながら出かけられるように

支援している

緑に恵まれたのどかな住宅地で近くに

小学校もあり、日常的に天気のいい日

には散歩をしています。地域の夏祭り

や運動会など積極的に参加していま

す。本人の嗜好品など希望に添い外

出しています。本人の希望に添い遠出

でもご家族様のご協力のもと出かけら

れるように支援しています。

ホームの前にある貸農園で利用者が

野菜の栽培をしている「アキラ菜園」が

あり、隣は田んぼで自然環境に恵まれ

ています。毎日周辺へ散歩に出かけ、

買い物にも出かけています。初詣や近

隣の府立公園、大学の植物園へ季節

の花見にも出かけています。大型のス

ーパーへ衣服の買い物にも出かける

こともあります。

50

○お金の所持や使うことの支援

職員は、本人がお金を持つことの大切さ

を理解しており、一人ひとりの希望や力

に応じて、お金を所持したり使えるよう

に支援している

出かける際には事業所で預かっている

お財布をご本人様に預けご自身の嗜

好品を購入していただいている。金銭

の管理方法もご家族様と相談し決めて

いる。入居者様から買いたい物の要望

があれば事業所の立替を利用してい

ただいて購入していただいている。

51

○電話や手紙の支援

家族や大切な人に本院自らが電話をし

たり、手紙のやり取りができるように支

援している

はがき、切手など購入にも散歩で出か

け自分の思いを書き、又散歩でスタッ

フと一緒に投函する。返事の来るのを

楽しみにされています。本人の申し出

によりホームからご友人・ご家族にお

電話される方もいらっしゃいます。

携帯電話を個人で持ってる方は、自分

で自室から電話をする方もいらっしゃ

います。
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自己評価 外部評価自
己

外
部 項 目

実践状況 実践状況 次のステップに向けて期待したい内容

52 19

○居心地のよい共有空間づくり

共用の空間（玄関、廊下、居間、台所、

食堂、浴室、トイレ等）が、利用者にとっ

て不快や混乱をまねくような刺激（音、

光、色、広さ、温度など）がないように配

慮し、生活感を採り入れて、居心地よく

過ごせるような工夫をしている

入居者様の健康、精神状態をうかがい

ながら表情が穏やかに保てるようテレ

ビ・ラジオ・CD の音量や内容に気を配

りエアコン・加湿器・温度計を設置して

居心地よく過ごせる様工夫している。

又季節感を味わって頂ける様入居者

様と共に歌など口ずさみながら配色に

も気をつけながら行事制作したり飾り

付けたり、している。声のトーン又言葉

遣い（優しく、はっきり、ゆっくりなど）を

語りかけるよう心がけています。個々

に合わせ畳が必要な方には畳を置くよ

うにし居心地よく過ごせるような工夫を

している。

ホーム周辺は自然環境に恵まれてお

り、元日本食の料理屋の建物を改装

し、ホームは独特の落ち着いた訪ねや

すい雰囲気で、玄関前にはたくさんの

花や木の植木鉢がおかれ、友人宅を

尋ねるような雰囲気になっています。リ

リビング兼食堂は少し手狭ですが、季

節感のある手作り作品にあふれ、唱歌

の歌詞や処世訓を書いた利用者の達

筆の書道作品が秀逸です。ソファーや

椅子もあって家庭的で落着きのある居

場所となっています。日あたりのいい２

階の広い廊下部分にも花や人形が飾

られ、３人掛けのソファーや椅子、マッ

サージチェアも置かれていて、利用者

がボーリングや紙芝居を楽しんだりし

て、気分転換にいい寛げる居場所にな

っています。

53

○共用空間における一人ひとりの居場

所づくり

共用空間の中で、独りになれたり、気の

合った利用者同士で思い思いに過ごせ

るような居場所の工夫をしている

自室は自分で掃除され（昔を思い出し

スタッフも一緒に）昔お使いの調度品

で家と一緒に過ごされていたように自

分で飾られます。自由にリビングで過

ごされたり自室で過ごされたりしてい

る。ご家族様・友人・入居者同士の会

話は廊下にソファーをおいたり自室・リ

ビングで過ごしていただいている。
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自己評価 外部評価自
己

外
部 項 目

実践状況 実践状況 次のステップに向けて期待したい内容

54 20

○居心地よく過ごせる居室の配慮

居室あるいは泊まりの部屋は、本人や

家族と相談しながら、使い慣れたものや

好みのものを活かして、本人が居心地

よく過ごせるような工夫をしている

自室は本人の希望で使いなれたもの

を家族と相談し自由においていただい

ている思いを伝えられない入居者には

入居時又ご家族様の来訪時にご家庭

で過ごされていた様子など又使われて

いたものを持っていただき出来るだけ

家庭とホームとの違和感がないよう配

慮しています。

広くきれいな居室には利用者が持ち込

んだ整理ダンス、鏡台、椅子、亡夫の

葬儀時の写真や遺影、額に入れた自

分の写真、孫の結婚式の写真、家族

の写真、時計、テレビ、書道・三味線の

資格証、利用者が育てている水栽培

の観葉植物等があり、個性的で居心

地のいい雰囲気になっています。持ち

込みのない利用者にはホームで整理

ダンスを提供しています。

55

○一人ひとりの力を活かした安全な環

境づくり

建物内部は一人ひとりの「できること」

「わかること」を活かして、安全かつでき

るだけ自立した生活が送れるように工

夫している

今まで家庭や会社でされていた事をよ

くお聞きし何が出来るか又何に興味が

あるかを良く見守り出来る事が出来な

くてもスタッフが共に行い掃除、洗濯、

整理整頓、シーツの取り外し取り付

け、洗濯物を干す又名前を見ながら分

類する。入浴準備食事の片付け買い

物、調理の準備、季節の壁面装飾づく

い飾りつけ、その方の出来る事興味の

あることに無理なく参加していただいて

いる。全員同じことを強制的にさせるこ

とはしないよう、やりたいという気持ち

を大切にし支援している。
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